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１．刈払機の構造および機能の概要
1-1 刈払機の種類
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1-2 刈払機の安全装置
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２．刈払機の選定等
2-1 刈払機の選定
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小石や空き缶等の障害物を跳ね飛ばすこと

があるので、飛散防護カバーを必ず取付け

て作業する。

◇ 草、つる等が刈刃と飛散防護カバーの間

に絡まった場合には、必ずエンジンを止め

てから取り除く。
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2-2 刈払機の装着
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② 刈払機を吊り金具に吊り、バランスの調

整を行う。調整は、作業者が平地に立った

状態で、刈刃が軽く地面に接触することを

目安として、刈払部の重心が、吊り金具よ

りわずかにエンジン部側より刈刃側になる

ように、操作棹の吊り金具を調節する。
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３．作業計画の作成等
3-1 服装など

安全の第一歩は、服装からである。服装は、安全な作業を行う

ことができ、清潔で身軽なものを着用すること。

また、保護具は、危険から身体を守る大切なものである。使用

目的に合ったもので、かつ使いやすいものを選び、正しく使用す

ること。
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(注)安衛則第４８４条(保護帽の着用)、昭和５０年９月８日付け

労働省告示第６６号「保護帽の規格」

安衛則第５３８条(物体の飛来による危険の防止)

（２）
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（３）
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3-2 悪天候時の対応
（１）
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※近年の異常気象を勘案すると、上記目安に関わらず、地域の気象警報・注意報を把握し、身の安全を優先して早めに避難することが望ましい。

（２）
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3-3 夏期高温時の対応
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3-4 緊急連絡体制の整備
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４．作業の方法
4-1 蜂の種類とその対策
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５．事故の事例
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６．事故の対策
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７．刈払機の点検・整備
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7-1 毎日の点検
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7-2 毎週の点検
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7-3 毎月の点検

（１）
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（２）
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7-4 ⻑期格納時の整備

（１）点検を行い、各部を十分に清掃し、必要な修理を行う。

（２）燃料タンクから燃料を抜き取り、また、気化器内の燃料を運転して抜

き取る。フロート式はフロート室のドレンを外して燃料を排出する。

（３）シリンダーのスパークプラグの穴から少量のエンジンオイルを注入し、

スターターを引き、２～３回回転させる。

（４）金属部全面に、薄くグリースを塗っておく。

（５）取り外した刈刃は、グリースを塗ってビニールなどに包んでおく。
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８．刈払機の故障把握
刈払機の突発的な

不調について、現場

で対処できる症状な

のか、本格的な修理

が必要なのかの判断

をする目安として右

の表を参考としてく

ださい。
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